
○事業実績   

１．一番使える／一番ほしいミュージアム観光ガイドの研究と制作   

① 編集チームメンバー ： 齋藤 康秀 (仙台うみの杜水族館)、 加藤 諭 (東北大学史料館)、奈良 綾 (東北福

祉大学芹沢銈介美術工芸館)、 清水 建人 (せんだいメディアテーク)、齋藤 高晴 (株式会社コミューナ)、笠間 

建 (株式会社コミューナ)、長内 綾子 (フリーランス・キュレーター) 

② 研究会開催日程 ： 9 月 27 日（火）、10 月 31 日（月) 、12 月 5 日 （月）、会場（せんだいメディアテーク） 

ガイドブックの制作目的や形式、使用言語などについて検討し、仙台で活躍するさまざまな業種の人がガイドとなって

ミュージアムを含む街の魅力を紹介する内容とした。また仙台に多く在住する外国出身者についても視野に入れ、3

カ国語に対応させるとともに、台湾や東南アジアの出身者もガイド役を担った。 

③ ガイドの実制作 ： B5 版、24 ページ、言語：日本語、英語、繁体字 （別送の現物参照のこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(表紙)                       （中面） 

２．ガイドと連携したツアープログラムやサテライト展示 

①  ツアーイベント ： 仙台市教育委員会文化財課との共催 (「文化財公開の日」とあわせて開催） 

日 時： 2022 年 11 月 3 日（木・祝） 第一部：10:00〜11:30 ／ 第二部：13:30〜15:00 

会 場： 東北大学片平キャンパス(片平まなびの館など周辺施設) 

講 師： 藤澤 敦氏(東北大学学術資源公開研究センター・教授）、加藤 諭氏（東北大学史料館・准教授） 

小貫 勅子氏（東北大学キャンパスデザイン室・特任講師）、柴田 恵子氏（東北大学埋蔵文化財調査室・専門職員） 

参加者： 午前 15 名・午後 15 名 ／ 計 30 名 

内 容： 2021 年度に国の登録有形文化財となった歴史的建造物を中心に、東北大学片平キャンパス内の施設を

見学した。コロナ渦の影響のほかキャンパス内の展示スペースの関係から抽選応募制とし、仙台市内外から 30 名の

参加者が集まった。受付の後、片平学びの館(旧東北帝国大学理学部生物学教室)、魯迅の階段教室(旧仙台医学

専門学校六号教室)を見学し、東北大学本部棟 1(旧東北帝国大学理学部化学教室棟)の 1 階玄関ホール内、さらに

多元物質科学研究所南 1 号館(旧東北帝国大学工学部機械学及び電気学教室)の玄関および階段部分の見学を行

った。一部施設については通常非公開の場所も含まれており、今回は東北大学の協力も経て、見学を実現すること

ができた。 

 

 

 

 

見学の様子 



アンケートについて：

今回のツアープログラムの開催にあたって、当日の参加者に対してのアンケートを実施した。

見学会に申し込んだ理由  博物館や文化施設の催し物をどこで知ることが多いか   見学会はいかがでしたか 

上記のアンケート結果より、本ツアープログラムに関しては高い関心度が窺える。 

特に見学会に参加した方々からは大変満足、あるいは満足という高評価を頂戴しコロナ渦の都合もあり少人数でのツ

アーであり、ツアー開催中には逆に少人数だからこそじっくり見学ができたという声も挙がった。

② サテライト展示 ：3 月 4 日（土）から開催（継続実施中）、会場（仙台フォーラス 7 階 ギャラリーeven ）

完成したガイドブックのほか SMMA 参加館のチラシなど催し情報を閲覧できるインフォメーションを設置した。 




